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 県教育委員会の取組 
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・校長会や教務主任会等で， 
 調査結果と今後の取組につ 
 いて説明します。 
・学力向上対策検討委員会で  
 今後の方策について提案し 
 ます。    

 好事例を発信します  過去問題を提供します 

 授業研究を支援します 

 学力向上に向けた 
説明会等を実施します 

・全国学力・学習状況調査単 
 元別過去問題 
・過去の県学力調査（ゆうチ 
   ャレンジ）問題 
・ゆうチャレンジ単元別評価 
 問題 

 県学力調査を実施します 

 
・１２月実施予定です。 
・調査結果及び課題克服プリン 
 トを提供します。 

  
・学力向上に向けた特色ある 
 取組を行っている学校の事 
 例を紹介します。 

 
・校内研究会へ指導主事を派 
 遣します。 
  
・授業マイスターの授業公開 
 を行います。 
 

県教委として
の取組 
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１ 過去問題の提供 
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対応表と関連問題の活用 

課題に対応する
項目をクリック 

問題が提示され
ます 

「県教委HP」 
↓ 

「義務教育」 
↓ 

「全国学力・学習状
況調査単元別過去問
題」の中にあるモン 

各児童生徒の課題解決に向けて，補充問題を活用しましょう 
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「これまでの課題が生徒に理解されていない」という反省から，学習課題の言葉を焦点化し 
たことにより，生徒が何について「学び合う」のか明確に捉えることができています。 

授業改善のポイント  授業のはじめにより具体的なめあてを設定する。 

①その授業における学習の本質を突いたものであること 
②具体的な問いかけであり，ゴールまで見通せること 
③学習意欲を刺激する魅力的なものであること 
④子どもの実態に応じたレベルと表現であること 

：中学校の事例 より具体的なめあてを設定するための考え方 
 

【国語の場合】 
 
従来：それぞれの表現技法の特徴を 
   知ろう。 
  
 
改善：それぞれの表現技法の効果の   
   違いを具体例を示して説明し 
   よう。     

【数学の場合】 
 
従来：三角形の合同を説明しよう。 
  
 
 
改善：二つの三角形に着目し，どの 
   合同条件を使って証明できる 
   か判断しよう。    

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（１） 
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；小学校の事例                               

Ｂ小学校では，話し合いやノート指導などの手引きを積極的に活用することで，教師も児童
も常にポイントを意識しながら授業に取り組むことができています。 

授業改善のポイント  授業での「学び方」のポイントを徹底させる。 

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（２） 
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家庭学習で予習も重視することで，生徒が授業で見通しをもって学ぶことにつながっていま
す。                              

授業改善のポイント  予習をして授業に臨む姿勢をつくる。 ＜中学校の事例                             

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（３） 

国
語
科 

社
会
科 

「学習オリエンテーション資料」より抜粋 
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【ICT活用のポイント（例）】 
               
 ① 教師の活用 
   学習の流れを示すプレゼンや，本時 
  の資料を電子黒板で提示し，児童が見 
  通しをもって学習を進めたり，資料と 
  関連させて学び合ったりできるように 
  する。 
 ② 児童の活用 
   考えを練り上げる場面では，根拠と 
  なる資料をタブレットＰＣに映し出し 
  て，児童が「考えを共有」しながら， 
  学びを広げ・深めることができるよう 
  にする。                  【学習の見通しをもたせる】           
 
 
                                                                         
 

＝小学校の事例                               

「学習の見通しをもつ(デジタル）」「書きながら考えをまとめる（アナログ）」「考えを視覚的に
共有する（デジタル）」など，活動のねらいに合わせてＩＣＴが効果的に活用されています。 

授業改善のポイント  ＩＣＴを効果的に活用した授業改善（デジタルとアナログの融合） 

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（４） 
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週１回の「ぐんぐんタイム」では，一つのテーマを４週間かけて学んでいきます。年間を通し
て「表現する力」を高めることができます。 

補充学習のポイント  「表現する力」を高める取組 

＞小学校の事例 
 

復習 
（１週目） 

メモ 
（２週目） 

発表 
（４週目） 

発表練習 
（３週目） 

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（５） 
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調査対象は第６学年ですが，問題の内容は全学年。学校全体で取り組む意識を高めます。 

補充学習のポイント  学力調査問題を活用した補充学習  

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（６） 

Ｆ小学校の取組  

過去の調査問題に 

・該当学年 

・領域 

・過去の正答率 

を，明示します。 

宿題や補充学習とし

て活用します。 
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Ｇ小学校の事例 

 

全国学力・学習状況調査，県学力調査の課題を踏まえて，過去問題に取り組む期間を年３
回設けています。課題に合わせた集中的な取組で，課題を克服します。 

補充学習のポイント  「学力向上月間」を設定した計画的な取組 

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（７） 
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Ｈ中学校の取組  

「自学タイム」（帰りの会の前１０分間）で，生徒はその日の授業を振り返り，家庭学習の計画
を立てて復習を始めます。その日の家庭学習につなぐ大切な時間です。 

家庭学習改善のポイント  「自学タイム」で，家庭学習の見通しをもたせる。 

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（８） 

「自学タイム」では，帰りの会の前の１０分間，
その日の家庭学習の計画を立て，「自主学習
ノートの使い方」を参考に，その日に学習した
５教科の復習を始めます。続きは家庭学習とな
ります。 

自主学習ノートの使い方  

「自学タイム」では 

「自学タイム」の効果 

〇家庭での学習がスムーズになります。 
〇その日に学習した内容を必ず復習するので， 
 基礎学力の向上にもつながります。 
〇授業と家庭学習をリンクさせた学習習慣が確 
 立されます。 
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地域と共にある学校づくりを進め，地域住民の協力のもと，生徒の学力向上につなげて 
います。 

学校全体としての改善のポイント  コミュニティ・スクールの推進を通した学力充実  

２ 学力向上に向けた特色ある取組事例（９） 

I中学校の取組  

学校 
運営 
協議会 

知の 

コミュニティ 

愛の 

コミュニティ 

力の 

コミュニティ 

自ら学ぶ生徒への支援 

心豊かな生徒への支援 自らを磨く生徒への支援 

研究の組織  

「知のコミュニティ」の活動 
 
・ ４月 高校生による講話 
・ ６月 世界で活躍する 
       地域の人の講話 
・ ７月 着付け教室 
・ ８月 サマースクール 
・ ９月 自由研究まとめ 
・10月 英語暗唱支援 
・11月 栽培協力支援 
・12月 短歌作成支援 
・ １月 習字支援 
・ ２月 放課後学習会 
・ ３月 放課後学習会 
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好事例として紹介する学校は，これらの点が共通しています。 

３ 学力向上に向けた特色ある取組事例（まとめ） 

〇 全国学力・学習状況調査結果の分析が早々に行われ，分析に 
 基づいた課題解決計画が明確に示され，全職員で組織的に実践 
 されています。 
 
〇 宿題の確認が確実に行われ，個別指導に生かされています。 
 
〇 学校全体で学び方が統一されており，児童・生徒の共通理解 
 のもと，学習に取り組んでいます。 
 
〇 校長先生方が，校内の授業をよく見て回ったり，先生方が互 
 いの授業を参観したりしています。 

学力向上に向けた特色ある取組を行っている学校の共通点 


